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JKA補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」＆グループリビング運営協議会

 

第４回通常総会を開催しました！ 

 

 
 

7 月 25 日に COCO 湘南台（神奈川県藤沢市）において、第 4 回定時総会を開催しま

した。正会員 22 中 18（うち委任状 7）で総会の成立が確認され、議事に入りました。

総会では、2014 年度の活動報告、決算報告、監査報告、2015 年度の活動計画案、予算

案を行い、賛成多数により承認されました。 

今年度のグループリビング運営協議会の活動は、財団法人 JKA から補助を受けて社会

福祉法人福島福祉会（正会員）が事業主体となって行う「お年寄りが幸せに暮らせる社

会を創る活動」に協力することに決定しました。 
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2014 年度事業報告 

Ⅰ 本会の現況 

 

1 会員の異動 

本年度の入会並びに退会及び会員数は次のとおりである。 

正会員
(団体)

正会員
（個人)

賛助会員
(団体)

賛助会員
（個人)

学生
会員

合計

２０１４．３．３１ 9 9 1 0 3 22

入会 4 3 7

退会 1 2 3

会員種別変更 +1 -1 0

２０１５．３．３１現在 14 10 1 0 1 26
＊正会員（個人）から正会員（団体）へ変更  

  

2 役員、顧問の現員 

理 事   7 名（うち会長 1 名） 

監 事   1 名 

顧問    1 名 

 

3 第 3 回定時総会 

〇定時総会を次のとおり開催した。 

日 時   6 月 21 日（土） 

場 所   NPO 法人 COCO 湘南 COCO 湘南台  

出席者数  12 名 

 

    〇議決承認事項 

１）平成 25 年度事業報告について 

２）平成 26 年度事業計画について 

３）理事の増員 中村雅充氏の就任について 

 

  4 役員会 

〇理事会を次のとおり開催した。 

日 時   6 月 21 日（土） 

場 所   NPO 法人 COCO 湘南 COCO 湘南台  

出席者数  8 名 

 

〇議決承認事項 

１）平成 26 年度 WAM 助成事業「グループリビング普及活動」への協力 

２）平成 26 年度の活動予定 

３）理事の増員 中村雅充氏の就任について 

４）ワークショップについて 
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 Ⅱ 目的事業 

 

１）グループリビングへの支援・相談活動 

・個人への協力 

・某財団法人への協力等 

・DVD などのグループリビング資料貸出 

 

２）ワークショップの開催 

・WAM 助成事業「グループリビング普及活動」 

（事業主体 社会福祉法人福島福祉会）に企画・運営・報告書作成 

等で協力 

 

・開催場所・日程 

①福島ワークショップ 

モーニング    （11 月 14 日） 

②米沢ワークショップ 

COCO 結いのき（11 月 15 日） 

 

３）ホームページの運営協力 

・WAM 助成事業「グループリビング普及活動」に協力 

・HP ：http://www.group-living.org/ 

 

４）会報の運営 

・会報：年 3 回（メール等で関係者に配信） 

 

５）グループリビングの調査研究 

・WAM 助成事業「グループリビング普及活動」に協力 

ワークショップ報告書・訪問記作成 

 

６）その他 

①WAM 助成事業「グループリビング普及活動」に協力 

・講師派遣協力 

・申請書等作成協力 

②平成 27 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を作る 

活動」(事業主体 福島福祉会)に協力 

・申請書作成 

 

 Ⅲ 今後の課題 

（１）会員数は、平成 26 年度は平成 25 年度と比較すると 4 増加した。入会者 7 のうち、

正会員団体が 4、また正会員個人から正会員団体への異動が 1 あり、正会員が増加す

る傾向があった。これにより会費収入が増収した。退会の 3 のうち 2 は学生会員で

http://www.group-living.org/
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あった。今後はさらに会員数を増やす努力をして、全国にネットワークを広げていく

ことが必要である。 

（２）グループリビングの知名度は未だ低いので、全国に向けてグループリビングの普及啓

蒙活動を活発化することが求められる。そのためには全国に拡がっている会員の協力

や意義のある活動を行っていく事が必要である。 

（３）グループリビングの特徴として加齢とともに居住者や居住者集団が変化していく。変

化に対応しながら「自立と共生」という理念をどのように実現させていくことができ

るか、具体的、建設的な討議を重ねていくことが求められる。 

 

2014 年度収支報告 

収入の部                    

▲印減額（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 備考

年会費 300,000 401,000 101,000

寄附 150,000 176,821 26,821
報告書等売上げ166,821
その他10,000

雑費 0 28 28 利息

収入合計（A） 450,000 577,849 127,849
 

 

支出の部 

▲印減額（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 備考

臨時傭役費 100,000 102,600 2,600
経理・事務・
申請書等作成（WAM・JKA）

交通費 5,000 0 ▲ 5,000

通信費 40,000 42,781 2,781 電話代（41,797）、郵送料（984）

活動費 230,000 115,580 ▲ 114,420 詳細は資料１参照

雑費 5,000 2,944 ▲ 2,056 振込料等(2,862)・文具（82）

予備費 20,000 17,064 ▲ 2,936 WAM(864)、冠婚葬祭費（16,200）

支出合計（B） 400,000 280,969 ▲ 119,031

収支差額（A）-（B) 50,000 296,880 246,880

前期繰越収支差額 6,413 6,413 0

次期繰越収支差額 56,413 283,293 226,880
 

＊活動費は訪問記、会報、HP 作成等に伴う、謝金、旅費、印刷代等 
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2015 年度事業計画 

Ⅰ 本会の現況 

1 会員の増強 

全国でのワークショップなどを機に会員の増強策を図る。 

会員を通しての募集に力を入れる。 

2 役員、顧問等 

理事 7 名（内、会長 1 名）・監事 1 名・顧問 1 名 

   3 第 3 回定時総会 

   〇定時総会を次のとおりに開催する 

   日時 平成 27 年 6 月 25 日（土） 

   場所 NPO 法人 COCO 湘南台 

4 役員会 

理事会  1 回（第 1 回 6 月 25 日） 

 

Ⅱ 目的事業 

  １）グループリビングへの支援・相談活動 

適宜行う。 

１） ワークショップの開催協力 

WAM 社会福祉振興助成事業の事業主体（社福）福島福祉会に協力 

開催場所（2 ヵ所）（11 月 15 日、16 日を予定） 

福島県福島市 グループリビングモーニング（（社福）福島福祉会） 

山形県米沢市 グループリビング結いのき（（NPO）結いのき） 

グループリビング WS 報告書／HP 作成 

  ３）ホームページ、会報の運営 

ホームページ（適宜）http://glnet.sfc.keio.ac.jp/ ・ 会報（年 3 回） 

５）訪問記作成 

６）グループリビングの調査研究 

ワークショップの報告書作成協力等 

７）その他 

① 講演活動、講師派遣 

② 補助事業活動協力（申請書類等作成、講師派遣） 

③ ワークショップ企画、開催支援 

 

 

 

http://glnet.sfc.keio.ac.jp/


6 

2015 年度活動計画予算  

収入の部 

▲印減額（単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 備考

年会費 400,000 300,000 100,000

寄附 10,000 150,000 ▲ 140,000 訪問記等販売等

雑費 0 0 0

収入合計（A） 410,000 450,000 ▲ 40,000
 

 

支出の部  

▲印減額（単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 備考

臨時傭役費 100,000 100,000 0

交通費 5,000 5,000 0

通信費 37,000 40,000 ▲ 3,000
電話代2,500×12＝30,000,
郵送費5,000 ，HPドメイン更新
費用2,000（WAM）

活動費 0 230,000 ▲ 230,000

支援費 300,000 0 300,000 JKA自己負担分

雑費 5,000 5,000 0 振込料等

予備費 33,000 20,000 13,000

支出合計（B） 480,000 400,000 80,000

収支差額（A）-（B) ▲ 70,000 50,000 160,000

前期繰越収支差額 283,293 0 283,293

次期繰越収支差額 213,293 50,000 163,293
 

 

Ⅰ 本会の運営 

 

1 会員の増強 

全国でワークショップを機に会員の増強策を図る。会員を通しての募集に力を入れる。 

 

2 役員、顧問の現員 

理事 7 名（内、会長 1 名、理事 6 名）・監事 1 名・顧問 1 名 

 

   3 第 4 回定時総会 

   〇定時総会を次のとおりに開催する 

   日時 平成 27 年 7 月 25 日（土） 16 時より 

   場所 NPO 法人 COCO 湘南台 
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4 役員会議 

理事会  1 回（第 1 回 7 月 25 日） 

   

Ⅱ 目的事業 

 

１） グループリビングへの支援・相談活動 

適宜行う。 

 

２） ワークショップの開催 

・平成 27 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を作る活 

動」(事業主体 福島福祉会)に企画・運営・報告書作成等で協力 

 

・開催場所・日程 

① グループリビングあやめの里 10 月 24 日（土）・社会福祉法人秋篠茜会 

（奈良県奈良市） 

② グループリビング明日への風 12 月 6 日（日）・NPO 法人人間大好き 

（広島県東広島市） 

 

３） ホームページの運営 

・平成 27 年度 JKA 補助事業に協力 

 記事更新等 

 

４） 会報の運営協力 

・平成 27 年度 JKA 補助事業に協力 

年 3 回発行 

 

５） グループリビングの調査研究 

・平成 27 年度 JKA 補助事業に協力 

 ワークショップ報告書・訪問記の作成 

 

６） その他 

・講演活動、講師派遣 

・補助事業申請協力等（今年度、来年度） 
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平成 27年度「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」の協力について 

今年度のグループリビング運営協議会の活動は、主として「お年寄りが幸せに暮らせる社会を

創る活動」（事業主体社会福祉法人福島福祉会）を応援します。 

「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」の事業概要は以下です。 

JKA 補助のグループリビング運営者・生活者、グループリビング運営協議会会員、グループリビングを作

りたい人や興味を持つ人、研究者、類似した共同性のある高齢者住宅の運営者とのネットワークを強化し、情

報共有や問題解決ができる体制をつくる。またグループリビングの運営者、生活者が主体的に自分たちの生活

の向上に取り組むことを促進していく。社会に対してグループリビングの「自立と共生の暮らし」の情報を発

信し、全国に普及させるとともに、高齢者に対し高齢期の住まいの選択肢の１つとして認識できるように啓蒙

活動を行う。 

★奈良・東広島でワークショップを開催します★ 

テーマ：地域をつくるグループリビング 

グループリビングの暮らしを全国に啓蒙普及させる

ため、奈良と東広島でワークショップと見学会を開くこ

とになりました。詳細ついては、9月中旬にお送りしま

す。皆様お誘いあわせの上、ご参加ください。 

 

日程・場所 

1．10 月 24 日（土） 

奈良県奈良市 見学：あやめの里（社会福祉法人秋篠茜会） 

2．12 月 6 日（日）  

広島県東広島市 見学：グループリビング明日への風（NPO 法人人間大好き） 

（いずれも午前中に見学会・午後にワークショップを予定） 

主催   社会福祉法人福島福祉会（平成 27 年度財団法人 JKA 補助事業） 

共催   グループリビング運営協議会・慶應義塾大学 SFC 研究所地域協働・ラボ 

 

グループリビング運営協議会 会員を募集しています。ご協力をお願いいたします。 

■連絡先 土井原奈津江 NPO 法人 COCO 湘南内 TEL0466‐46‐4976・FAX 0466‐42‐5767 （1PM～5PM・金曜日） 

 

この会報は㈶JKA補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」で 

運営されています。 

 

編集後記  グループリビング運営協議会は、会員の皆様のご協力のお蔭で今年 4 年目を迎えました。更に発展できるように、

よろしくお願いいたします。（な） 

編集委員 土井原奈津江 星野友里 


